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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月27日(2015.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プローブ光が照射されることで、入射するテラヘルツ波を検出する検出手段と、
　前記プローブ光を再帰反射して前記検出手段に導く反射手段と
　を備え、
　前記検出手段は、前記プローブ光の照射位置の第１方向に沿ったずれの許容度が、前記
プローブ光の照射位置の前記第１方向と異なる第２方向に沿ったずれの許容度より大きい
という方向依存性を有し、
　前記反射手段は、第３方向に沿った前記反射手段の傾きにより前記再帰反射が不可能に
なるという方向依存性を有し、
　前記第１方向と前記第３方向とが揃っている
　計測装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、間に間隙を挟み込むように延在する２つの導電部を備え、
　前記第１方向は、前記間隙の延在方向に沿った方向であり、
　前記第２方向は、前記間隙の延在方向と異なる方向である
　請求項１に記載の計測装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、間に間隙を挟み込むように延在する２つの導電部を備え、
　前記第１方向は、前記間隙の延在方向に沿った方向及び前記間隙の延在方向に直交する
方向の夫々と異なる方向であり、
　前記第２方向は、前記第１方向に直交する方向である
　請求項１に記載の計測装置。
【請求項４】
　前記第１方向は、前記プローブ光の照射位置のずれの許容度が最大になる方向である
　請求項１から３のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項５】
　前記第１方向は、前記検出手段による前記テラヘルツ波の検出精度の、前記プローブ光
の照射位置のずれに起因した劣化量が最小となる方向である
　請求項１から４のいずれか一項に記載の計測装置。
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【請求項６】
　前記第３方向は、前記反射手段が前記プローブ光を再帰反射している状態で前記反射手
段に入射する前記プローブ光の光路及び前記反射手段が再帰反射した前記プローブ光の光
路を含む平面に沿った方向と異なる方向である
　請求項１から５のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項７】
　前記反射手段は、第１反射鏡と、当該第１反射鏡の第１反射面に直交する第２反射面を
有する第２反射鏡とを含み、
　前記第３方向は、前記第１反射面と前記第１反射面とが対向する方向と異なる方向であ
る
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項８】
　前記反射手段は、前記第３方向と異なる第４方向に沿った前記反射手段の傾きが生じて
も前記再帰反射が可能であるという方向依存性を有し、
　前記第４方向は、前記反射手段が前記プローブ光を再帰反射している状態で前記反射手
段に入射する前記プローブ光の光路及び前記反射手段が再帰反射した前記プローブ光の光
路を含む平面に沿った方向である
　請求項１から７のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項９】
　前記反射手段は、前記第３方向とは異なる第４方向に沿った前記反射手段の傾きが生じ
ても前記再帰反射が可能であるという方向依存性を有し、
　前記反射手段は、第１反射鏡と、当該第１反射鏡の第１反射面に直交する第２反射面を
有する第２反射鏡とを含み、
　前記第４方向は、前記第１反射面と前記第２反射面とが対向する方向に沿った方向であ
る
　請求項１から８のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１０】
　ポンプ光が照射されることで、前記テラヘルツ波を発生する発生手段を備え、
　前記発生手段は、前記ポンプ光の照射位置の第５方向に沿ったずれの許容度が、前記ポ
ンプ光の照射位置の前記第５方向とは異なる第６方向に沿ったずれの許容度より大きいと
いう方向依存性を有し、
　前記プローブ光の照射位置の前記第１方向に沿ったずれの許容度が、前記ポンプ光の照
射位置の前記第５方向に沿ったずれの許容度より大きい場合には、（ｉ）前記反射手段は
、前記プローブ光を再帰反射し、（ｉｉ）前記第１方向と前記第３方向とが揃っており、
　前記ポンプ光の照射位置の前記第５方向に沿ったずれの許容度が、前記プローブ光の照
射位置の前記第１方向に沿ったずれの許容度より大きい場合には、（ｉ）前記反射手段は
、前記ポンプ光を再帰反射し、（ｉｉ）前記第５方向と前記第３方向とが揃っている
　請求項１から９のいずれか一項に記載のテラヘルツ波計測装置。
【請求項１１】
　ポンプ光が照射されることで、テラヘルツ波を発生する発生手段と、
　前記ポンプ光を再帰反射して前記発生手段に導く反射手段と
　を備え、
　前記発生手段は、前記ポンプ光の照射位置の第１方向に沿ったずれの許容度が、前記ポ
ンプ光の照射位置の前記第１方向と異なる第２方向に沿ったずれの許容度より大きいとい
う方向依存性を有し、
　前記反射手段は、第３方向に沿った前記反射手段の傾きにより前記再帰反射が不可能に
なるという方向依存性を有し、
　前記第１方向と前記第３方向とが揃っている
　計測装置。
【請求項１２】
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　前記発生手段は、間に間隙を挟み込むように延在する２つの導電部を備え、
　前記第１方向は、前記間隙の延在方向に沿った方向であり、
　前記第２方向は、前記間隙の延在方向と異なる方向である
　請求項１１に記載の計測装置。
【請求項１３】
　前記発生手段は、間に間隙を挟み込むように延在する２つの導電部を備え、
　前記第１方向は、前記間隙の延在方向に沿った方向及び前記間隙の延在方向に直交する
方向の夫々と異なる方向であり、
　前記第２方向は、前記第１方向に直交する方向である
　請求項１１に記載の計測装置。
【請求項１４】
　前記第１方向は、前記ポンプ光の照射位置のずれの許容度が最大になる方向である
　請求項１１から１３のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１５】
　前記第１方向は、前記発生手段が発生する前記テラヘルツ波の振幅の、前記ポンプ光の
照射位置のずれに起因した減少量が最小となる方向である
　請求項１１から１４のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１６】
　前記第３方向は、前記反射手段が前記ポンプ光を再帰反射している状態で前記反射手段
に入射する前記ポンプ光の光路及び前記反射手段が再帰反射した前記ポンプ光の光路を含
む平面に沿った方向と異なる方向である
　請求項１１から１５のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１７】
　前記反射手段は、第１反射鏡と、当該第１反射鏡の第１反射面に直交する第２反射面を
有する第２反射鏡とを含み、
　前記第３方向は、前記第１反射面と前記第２反射面とが対向する方向と異なる方向であ
る
　請求項１１から１６のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１８】
　前記反射手段は、前記第３方向と異なる第４方向に沿った前記反射手段の傾きが生じて
も前記再帰反射が可能であるという方向依存性を有し、
　前記第４方向は、前記反射手段が前記ポンプ光を再帰反射している状態で前記反射手段
に入射する前記ポンプ光の光路及び前記反射手段が再帰反射した前記ポンプ光の光路を含
む平面に沿った方向である
　請求項１１から１７のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項１９】
　前記反射手段は、前記第３方向とは異なる第４方向に沿った前記反射手段の傾きが生じ
ても前記再帰反射が可能であるという方向依存性を有し、
　前記反射手段は、第１反射鏡と、当該第１反射鏡の第１反射面に直交する第２反射面を
有する第２反射鏡とを含み、
　前記第４方向は、前記第１反射面と前記第２反射面とが対向する方向に沿った方向であ
る
　請求項１１から１８のいずれか一項に記載の計測装置。
【請求項２０】
　プローブ光が照射されることで、前記発生手段から計測対象物に照射された前記テラヘ
ルツ波を検出する検出手段と、
　前記検出手段は、前記プローブ光の照射位置の第５方向に沿ったずれの許容度が、前記
プローブ光の照射位置の前記第５方向と異なる第６方向に沿ったずれの許容度より大きい
という方向依存性を有し、
　前記ポンプ光の照射位置の前記第１方向に沿ったずれの許容度が、前記プローブ光の照



(4) JP 2014-115189 A5 2015.12.17

射位置の前記第５方向に沿ったずれの許容度より大きい場合には、（ｉ）前記反射手段は
、前記ポンプ光を再帰反射し、（ｉｉ）前記第１方向と前記第３方向とが揃っており、
　前記プローブ光の照射位置の前記第５方向に沿ったずれの許容度が、前記ポンプ光の照
射位置の前記第１方向に沿ったずれの許容度より大きい場合には、（ｉ）前記反射手段は
、前記プローブ光を再帰反射し、（ｉｉ）前記第５方向と前記第３方向とが揃っている
　請求項１１から１９のいずれか一項に記載の計測装置。
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